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中期経営⽅針

ソニーグループ 中期経営⽅針 (2008年度〜2010年度*) 
〜 ネットワーク対応のコンスーマーエレクトロニクスとエンタテインメントを提

供するグローバルなリーディングカンパニーを⽬指して 〜

ソニーは、ネットワーク対応のコンスーマーエレクトロニクスとエンタテイン
メントを提供するグローバルなリーディングカンパニーになることを⽬指し、
2005年に掲げた3ヵ年の中期経営⽅針に続く、以下の新経営施策を実⾏しま
す。コアビジネスの更なる強化、ネットワーク関連施策の推進、ならびに急成
⻑する国際市場でのビジネス拡⼤を重要施策と位置づけ、更なる成⻑と利益創
出の実現を⽬指します。当社が策定した中期⽬標は以下の通りです。

• 2010年度までに製品カテゴリーの90％をネットワーク機能内蔵およびワイ
ヤレス対応へ

• 2008年夏のPLAYSTATION®Network上でのビデオ配信サービス開始を⽪切
りに、2010年度までに主要製品に展開

• 2011年3⽉31⽇に終了する3年間。

出典：2008年6⽉中期経営⽅針より
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ネットワーク関連のイニシアチブ

• ⼀貫性のあるネットワークサービス戦略をすべての製品に展開
- プレイステーションネットワーク上で、映画やテレビのプレミアムコン

テンツ配信サービスの⽴ち上げ
- ソニーの各製品にビデオ配信サービスを順次展開
- ネット接続機能を搭載したブラビアによる、コンテンツのダイレクト受

信
• 2010年度までに製品カテゴリーの90％をネットワーク機能内蔵およびワイ

ヤレス対応へ
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ソニーのネットワーク戦略_1
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新たなホームエンタテインメントを提
供する世界初、“Google TV”プラッ
トフォーム採⽤、Sony Internet TV
を⽶国で発売
〜1台でテレビ視聴、様々なアプリケーション・インター
ネットがシームレスに楽しめる〜

ソニーは、⽶国・ニューヨーク州・現地時間10⽉12⽇
に、世界で初めて“Google TV”プラットフォームを採⽤し、
1台でテレビ視聴、アプリケーション・インターネットコ
ンテンツをシームレスに楽しめるSony Internet TVの⽶
国市場での導⼊を発表しました。

Sony Internet TVは、ソニーのハードウェア設計技術
⼒とGoogleのオープンなソフトウェアのノウハウとを組
み合わせ、簡単な操作であらゆるコンテンツを楽しむこ
とを可能とし、これまでに無い新たなユーザー体験を提
供します。放送番組からインターネット上のビデオスト
リーミングコンテンツまで、コンテンツの場所を意識す
ることなく、素早く検索してお楽しみ頂けます。

2010年10⽉13⽇ ソニー（株）ニュースリリースより

Sony Internet TV



ソニーのネットワーク戦略_2
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ソニー・コンピュータエンタテインメ
ント〔SCE発〕次世代携帯型エンタテ
インメントシステムを発表〜究極の
ポータブルエンタテインメント体験を
提供し、携帯ゲーム機市場のさらなる
拡⼤をめざす〜

SCEは1⽉27⽇、究極のポータブルエンタテインメント
体験を提供する次世代携帯型エンタテインメントシステ
ム（コードネーム：NGP）を発表した。NGPは、2011年
末に発売する予定。
NGPは、 “PSP”「プレイステーション・ポータブル」で
採⽤したWi-Fi⽅式に加えて、新たに第３世代携帯電話
（３Ｇ）ネットワークへのアクセスにも対応、さまざま
なアプリケーションとの連動により、ユーザーの皆様は、
⽇常⽣活の中で他のユーザーの皆様との新たな「出会
い」、「つながり」、「発⾒」、「共有」、「遊び」と
いった無限の可能性を、NGPを通じてお楽しみいただけ
ます。

2011年1⽉27⽇ 株式会社ソニー･コンピュータエンタテインメント
プレスリリースより

NGP本体写真



ソニーのネットワーク戦略_3
DECE（Digital Entertainment Content Ecosystem LLC）

Copyright  2011  Sony Corporation2011年3⽉7⽇6

（類を⾒ない⾃由的意）

UltraViolet public overview -- Feb 2011 v1.1より



ソニー製品の今と昔
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テレビ ビデオカメラ ウォークマン
今 Sony Internet TV

（2010年10⽉12⽇⽶国発売）
“ブロギー 3D” モバイルHD
スナップカメラ MHS-FS3
（2011年4⽉発売予定）

ポータブルオーディオプ
レーヤー“ウォークマン”
NW-A850
（2010年11⽉13⽇発売）

昔 “WEGA” FDトリニトロ
ン搭載ワイドテレビ “DZ
シリーズ”（2001）

8ミリビデオカメラ
CCD-V8（1985）

初代ウォークマン
TPS-L2（1979）



社外技術導⼊

国際共同化

異業種協業

ビジネスモデル発明
＋エコシステム主導

「オープン化」、⾏動指標の転換
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①
内製主導型

②
国内主導型

③
電⼦業界型

④
商品・デバ
イス事業型

オープンテクノロジー
オープンイノベーション

コンテンツ・インフラ
アプリサービス
連携企画

オフショア設計
・海外研究開発

・医療・エネルギー
・クラウド



Intelligence
【Computing】

Communication
【Internet】

感動 共感
新たな価値を創造する

新たな時代へ向けて、ソニーのR&D
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感動を呼ぶ「撮る・観る・貯める・
聴く・創る」技術から、

Network と Connectivity の 進 化
した時代に新たな感動と共感を⽣
むアプリケーション創造のための
技術開発

新たな時代へ向けて、ソニーのR&D
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「感動と共感を⽣む技術」の創出へ



ソニーグループ 組織概念図
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ソニーの研究開発体制

開発開発

研究研究

材料技術・
デバイス技術

材料技術・
デバイス技術

情報技術・
メディア技術
情報技術・
メディア技術

先端マテリアル研究所先端マテリアル研究所

コアデバイス開発本部コアデバイス開発本部技術開発本部技術開発本部

サイエンスサイエンス ソニーコンピュータサイエンス研究所ソニーコンピュータサイエンス研究所

システム技術研究所システム技術研究所

研究開発・共通ソフトウェアプラットフォーム研究開発・共通ソフトウェアプラットフォーム
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ネットワーク
ソフトウェア

Network
Software

インテリジェンス
アプリケーション

Intelligence
Application信号処理

イメージセンシング
Signal Processing

Image Sensing

ユーサー
エクスペリエンス

User
Experience

コアソフトウェア
Core Software

重点5領域
Focusing 5 Areas

共通要素技術提供による
事業組織への貢献
Contribution to Biz unit
by common core technology

技術開発本部 重点領域

メディア技術 Media Technology

ソフトウェア技術 Software Technology 
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システム技術研究所の技術領域
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インテリジェンス
認識、学習、

ユーザーインタラクション
コンテンツ解析、推薦

セキュリティセンシング＆解析

情報セキュリティ
暗号理論、

耐タンパー技術

システム解析
原⼦・分⼦レベルシミュレーション

⽣物・社会システム数理モデル

コミュニケーション
無線通信技術、

ネットワーク技術

実世界+仮想世界

⼈間＋機械知能

個⼈化されたサイバーアシスト

コンピューター性能の発展
2020年には⼈間1⼈分の脳と同等計算量

ネットワーク技術の進化
2020年にはあらゆるものがネットワーク化

ユビキタスネットワーク社会

シミュレーションによる材料開発 安全な情報ネットワーク社会



TechSoft, Brussels 

Eu-TEC, SSL,
MSL, Stuttgart 

SARD, Bangalore 

CSC, Shanghai 

USRC, San Jose 

Sony India Software Center
Software ARchitecture Division

China Software Center

US Research Center

SCRL, Beijing 

Sony China Research Lab.

BPRL, Basingstoke

SRL, Singapore 

Singapore Research Laboratory

Business & Professional Research Lab.

研究開発 海外拠点

2011年3⽉7⽇15 Copyright  2011  Sony Corporation



まとめ

●ソニーが⽬指すR&Dとは
- 内製主導から社外技術導⼊へ
- 国内主導だったものから、海外との協業型へ
- 電⼦業界内を中⼼とした活動を、医療業界、エネルギー業界、

クラウド業界などとの異業種協業型へ
- 商品・デバイス物販事業限定型から、インフラやアプリサービス、

コンテンツとの価値連鎖のエコシステムをプロデュースするように

★総務省（国）に期待すること
- ICTによる新しいライフスタイルの提案
- 中期研究開発と並⾏して、今ある技術の活⽤による新しいサービスの創造
- IPTV、著作権管理と保護技術の開発
- 教育、福祉、医療・介護、⾏政、観光などへの取組み
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“SONY” or “make.believe” is a registered trademark and/or trademark of Sony Corporation.

Names of Sony products and services are the registered trademarks and/or trademarks of Sony Corporation or its Group companies.

Other company names and product names are the registered trademarks and/or trademarks of the respective companies.


